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第 340回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『医療従事者の基本原則』 〜 『他人の苦痛に対する思いやり』 〜 

 

2025年 7月 9日 新渡戸稲造記念センターから順天堂大学に寄った。 筆者は 2007年から毎月『読

書会』開催している。 『読書会』の箇所は、新渡戸稲造(1862-1933)著『武士道』と内村鑑三

(1861-1930)著『代表的日本人』を毎月、交互に行っている(画像)。 

 

【『良書を読み、有益な話を聞き、心の蔵を豊かにする』(新渡戸稲造）で、 行動への意識の根源

と原動力をもち、『はしるべき行程』と『見据える勇気』である。『優雅の感情を養うは、他人の

苦痛に対する思いやりを生む。しかして 他人の感情を尊敬することから生ずる謙譲・慇懃の心は 

礼の根本をなす。』】の学びである。 これは、『医療従事者の基本法則・原則』でもあろう。 

 

【目的は高い理想に置き、それに到達する道は臨機応変にとるべし。 最も必要なことは、常に志

を忘れないように 心にかけて記憶することである。---- 愛、寛容、他者への情愛、哀れみの心、

--- 人間の魂がもつ あらゆる性質の中で、もっとも気高きものとして 認められてきた。】『武士

道』 

 

新渡戸稲造は、札幌農学校に学び、卒業後は東大に入学するが、この面接試験で将来の希望につい

て『我太平洋の架け橋とならん』と答えたという逸話を残している。 しかし新渡戸稲造は東大の

学問レベルに満足せず、アメリカに留学する。 帰国後、札幌農学校の教授に就任、教育と研究に

勤め、また北海道開発の諸問題の指導にあたるが、体調を崩してカリフォルニアに転地療養をする

ことになる。 療養中に書き上げたのが『Bushido：The soul of Japan』（『武士道』）である。 

 

内村鑑三は、札幌農学校で新渡戸稲造と同級生であり、アメリカに留学し、帰国後、いくつかの学

校で教鞭をとるが、いわゆる『不敬事件』が社会問題化し、一方、自身も病を得、教壇から去るこ

とになる。 しかし 不遇の間に数多くの著作、論説を発表し、教育や文学、芸術などを幅広い分野

に影響を及ぼした。 この時期に書かれた『Representative Men of Japan』（『代表的日本人』）

は、新渡戸稲造の『武士道』とならぶ、世界のベストセラーになった。 
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